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路的 自立技摂力策
■克粛抽町鋭駆動斑賜糠閥ネットワークとンーシャルワーク実践の可能性―

今非朋実

I 研 究の目的

路車 V"ゆ るホームレスの間塵間、そ怪導醍動抑 靭 合って生じている貧因問題であ
生 21世 紀を迎えたわが国て博く平賊窪鍛所斬め らヽ会社・田承】蜘登“ 業務描刀つための人員削腕こ
よるツストラカ神峡ま 鶴開田患 家激槻Rラ 巳覇乳湖説で生活を曽い打∽以★α境体的 ・―
便盛閃騨研印D報 金されてい私
相二 苑胃酌け合砲区持隠副 1肛辺を換残とする路土と括若にとって、精神の安事を求めるために、
酒に依存した結果によるアタレヨゥレ依存症の進行点 黎瑠始と話潤側こよる′酎槻鬼駄 糖舜R―
申 は 大変深苑な問題となってい在 そして、的倒幽因の臨上生活者の多くカミ
90年 間頻勲こ40代綾畔均 らヽ的代鴛り地方から― ぎ労機青であったという鶴降から、帥 に
も高帥こなっているッし々 であ生 現在でも、印 下した依 "あ れば
出来うる限り細々と仕事をヒ 辛ヽうじて食いつなV時 るヽ人もい私
パカ レ船嬢後、不安定就深着層の失業による住居費やローン返済未払V申 あ
V、路上… ることを舘虚К さい う瑠姉部を中`Lに19乾年劇降観敵勤 した 平成田
印 ホームレス調 こよると、路上塗括港セ寝環勝租影凛期際将撤出跡躍 :極
となつてい生 婿 輔 融 局fr― fけ る路上鞠 葡 購 に対 す るため、19904rtt帥
自競 方策を打ち出しヒ 却 として 帥ヽ は lヽa._を 支援対象とする
NPO団 体を助成金制度で支援ヒ 寄託事業を展開している。まさに官民あげての幅祖指策プログラム
であ生
しかしながら、本来(自 立支援のための中間施設の機能を果たすはずである国の生潮特鶴法に基づく
更生施設gょ 養護者人ホームの入所待ちの高齢ス所者力増加ヒ 東京都の自立支援政策を飽化させる
要凶となつてい生 また、長相こ渡る国の幅細強醇いて嘱常セ鴻酵萌ミ、路車 融 研 る不信
感を隠落的ナ、生活保護人のアクセスを略みとどまらせてい生 東京都は自立支援のため、住宅等を路
的 こ関綸することく 政策整備する執 ヤクロからのア/r■―チを強化しているおヽ 実験の支援
活動tt的 てヽも、― 勢 母別区や市問″輝諦慎隅断昴少ケースワーカー、串 、NPO
い 静ヽ ソーシヤルワーカーが更に連携し、路上生活者のための自韓 を開け る必要
がある。

今後、欲 ― ■lコ割て、向舶ヒする路申 更なる包括的な自立支援力舞力理まれ生
本研究田工 東京都山谷地図こおける路印 ットヮークの転孟 及びンーシャルワ
ーク実践の可能出子〕 てヽ考案 鍵言を行うことを目的とするが、今年度は第■働階として、東京都出
谷舶ヨお ける路上由歯卸引蹴廊酪ネットワークの実関こつして、特tu匙コ施神の活動に焦点を当(
概要をまとめることを目的とする。



正 路 串

ところ(わ が国における路上生活者の定義は以下のようであ生 『r4_J、 いゎゅる iヽ ム
レス1ク坊琶慰よ 曽緒な定競指困難であるが、患 雰寝鍔瞬【社会生活からの離 、きまきまな要
因により輸む引鍋詩ヨ輸ど舟車ヨ&公 園、嗣 明k駅 讐挙で野宿生活を送つている人々をホームレス
と呼ぶこととする』tH― ・掻護局2X11勺 。
も 、深刻な経済不況を1980年的 =閣験し、都市部で多くのホームレス人口を抱えたアメリカでよ
ホームレスの定義はスチェワート マ ッキーニ法 (1987年 :遮府如印 により定義されてい生 マッキ
ーニ法の本―ムレスの定義コほ 闘 におVて 定まった住居がなセ線に一時的宿泊所 (シt71/ター、福
租ホカ に拍まっている者』とされてい生 マッキー=法の聴嶺としては ■4と ホームレスの相
互責任の原則を強く打ち出してい生

III路上鎖青部班験 との ド桁

全国及び東京都では、9月末に概数調査が施行される。平成13年 9月末の調査結果は以下のとおり
であ生

鋼 の中 24,090人

m-23区 5, 600人

的 13, 381人

H l 陽 付 市
・

垢 和 局 弓 勃 高 1 〕 色 1, 684人

0他 の市町村 3,425人

山所:ホームレス巨書 eD00

却 び周辺地顔の略帥 遡 下のとおりである。

山谷及帥 車 約 1, 700人

山谷・周辺地域以外の2 3 区の路上生活者 約 3,900人

的

御

韓

申

約 5 , 4 0 0 人

約 2 , 4 0 0 人

約 3 , 0 0 0 人

出所 :ホームレス白書 CDDD



ところ(山 如 理効隼例む節こは残つていなV、 山谷とは東京都台東区の北部と荊 ll区の一部を
指す名称である。山谷地区とは旧山谷浅却町のことであり、球 奥州犠道を千伸の宿から江戸
に入るとそこにあるのが中 界隈の輸 あったとされ生 食事付きの■封勲坊簡k拍 まら
現 こ旅費を節約したV派 人 行商人、あるVW逝 くの浅草寺界隈の庭り期 こ縁の芸人などが密消してい

た安宿がこのあたりにあり、 現 帥 、え防から流入してきた大をが 鴨庫軸 として乖 ら
しを指める星がかりの場所ともなり、歎 昭和 的 年付 こなっても山谷で工 木鷺簡の三塁間に夫婦
で暮ら女 あるV荘 家族で暮らすなどという光景がごく普通のこととしてあったようであ生
山伸    「山谷のドヤ御 とV玖 的 にこの時     「ド拘 作 訂逆さ議み)と 呼
ばれる伯頓躍辞拐初理 ち、土木技墾日立減概肺場として機能しヒ しかし当時この山谷であいていた
狩 輸 しヽ 勤 瑠 こなつ棋 近年この中 体―ムレス)お朝 し
大きな社会問題となってい生
Z X 1 1 年1 0 月朗 端 励 陸 ンタ ー によると、的餌 妊 のドヤの ょ 3 9 歳以下
は 3%、 40歳代虚臥 50歳代減鉱 ω歳代虐鈍眺、71p歳代は 16%と なってい&全 体の数宇
から晰辞耕]お彰Ⅲヽことがわか軌 このような甲輸岡め中く 冬の厳しさ、夏の口差ヒ 路上の職な
人 の々視線などにさらされた長期の路上生漁 こよる心身の衰弱力著 し帆 相こアルヨウ叫驚親よ 感梁
症 体核なり の問題が深痴となつている。

I V 中

更生施設とは 生活保護法第 38知 銃 される保護施設のうちのひとつである。保護施設には対象
t― l尊きじて、愛四封境印研動、娘 鞭 娘 顛 の あり、煙
施設では 生活膳調増鬱 き、中 てヽ一定湘単ヴ断窮傑むことが醸 ものを入所させて保
れ てV 私ヽ

ところ的 g去 明帯上また的開屯W拠 強 により親 び縮導を必要とする中 収容
して、生活扶助を行うことJを 目的としているが、更生施設の入所細こは葬 を組えたものカラ
しヽ 近年アルヨ‐夕叫歯儲値を代表とし中 翼墜策翻いつ姉 鞠 している。山額 留閥
EBl町の H向こうに控える足立区関原に所在する更生施設本本荘でも、アルヨー/mを 抱える多くの利
用店力次所しており、お 予沖コ→・綱子フ)人と嚇 ントワ~ク と～ けによる自立促進
を推進してい生 寮内でのAA(ア ルヨ→ レアク‐マス)ミ ーティング点 アタレヨ_印

設である山谷マックやみのわマックq翔働、またグルク0目期南詔卵弛鋤蜜0と ネットワーク祉
山谷マックヘのAA家 みのわマックとのンフトボ‐ゥ大会での交流など結びうき岩深め、当事者
勘 珠 ットワークを広げている。アルヨ_け 々菓助依存の支援システムは更狗瓶陣勲姉西の内 レか
ら民間NPOの レ～レま(多 様化しており、な存か抑 しようと晦 力をしている班 ビ
和 を支援している。
ここで本沐荘0犠 計資料から、更生距段としての本木輩をまとめてみた'ヽ 平成 14年度 1月媒
串 よると、入所音73名のうち65歳以上窃朝撹勤Sa2な ど糾幡轄暗が授材、知朝路封勤ミ

13%、 精神障害者が鞠略 俗障害者とも― al、 アルヨ‐ル依存農者 修師の該断のあるもの
が27396となつてい生 7ヽ ヨ‐印 瑠鶏互理扮り‐以上を占めている。疾病状況の圭な
ものとして、ス所者73名のうち精神疾B42496、 御興簿疾患31酪 、整杉外科的疾患28切な 内分泌
疾患16%が 華げられ生 入所者つ既往病をみると、アルヨー章 ・奏勅依存や高血圧、-2rど 力班倒
的こ多いことが分卜生 鞠 R脚 状況として、73名のうち卸トコ歳が 1財 、411-49歳がこ刃な
50-59歳 が‐番多く54■な 0けヤ鴻歳が 23%、 65-m歳 が W口%、 7tl歳以上が6財 となってい



る。本沐荘¢膚齢化傾向が見て取れる。就労球況として、威労しているものは撤 ′半 卜双方含めて
駈4%、寮内作業が 12切生福祉枠業所が2秘 となっ0ヽ る。また、未観労内蔵としては、疾病が6■6%、
高齢がn切 な 求職中が似 %、意欲なしが叫な 急み他が 1財 である。就労している静の職題として
触製造・乖 力提供革脇、サービス葉 1銘 、不安定サービス業 1,%で ある。串
資格と労働収入を得ることとの球お合いもあるが、本来の施設の目的である― 自立を目指すという
ことは 串 あ状況的には薙しVつ が実際のところであるということであっ亀
― rA印 を行うと同申こ社艶聯 を目的にした施設であ生 ま抽 鋭 される、単
非 を掴 こした要に卓菊副J皆受にltlrFじ"こ くv串 多く貯 る難
設と比較しく 障静研勢船館予境設とされ‐ るヽ。摘護印明朝妹溶は 八所静例切堤郵セ域浸や
施設題覇綾農全な社会生活力培めるようtごするための鎗闇博軸勧 えて、施設遇所後自立するのに必要
な技能態得のための作業鵜郵こ力点がお力れている。車 島 座ヽ上鎗津帯種殉む雄
― F_めに、姉 にも― lこもさまざまな障害を抱えるに至り、親 諏 保護されて、転
居してきお制新動彫Kス 所し‐ るヽ。
平成14年3月 1日時い 、73カ勝所していたが、和降勧逮捕は10ヶ月的 、
半自立の構解Bば謁碑割差を等のアパ‐卜へと自立発 していく。み憶革勲呪野羽期間として6ヶ月から
1的 彰生弘 1年から2年末横が273%と 平均1年前後-81と なつている。利隅者の中に
帥 却 苫静 の々申 人ホーム肴機などのため3年近くにわたる長V朔店以所
している人もいるが、品 レ(■ぃょ 3ヶ月で自立邪 している人もいる。実摺期間の3月午竣末の時
期申 出の践"朔 間であり、実習期間の間に6名の利用者が自立を果たしていつた 施設が目
撤 自立・社笥陵吊を積極的に夷援するという目的は果たしているといえるのむ V均、
オ球母酌針去 ヨ要目標として (1)汗け防多樹臣の自立ヨヨ箕 (2)励 ヤリ』衝投づくりを拝抗白“ るヽ。
(1)■ 去 ①刺丹者の自立・網障竜訪碑班郎由印す電震レ相ほ勲例回ほ率をは 側 母音T人 ひとり
の行き方考え加抗 し渇理誠掛思緩助、③抱朝蠍う漢 されることのできるゆ くり、お準
げられてい生 また、(2)ヽ印去 《以働影ら'こ共毬力指尭れるような開カヤ吹愛露じ くり、②ヨスト意
畿と改革望御理旨筑☆塩閣築戦のない中 お準げられている。これら各々の目留ヨ説て、施設
長をはじめ職員全員力‐丸となリチームを組ん帥 が吻 幸している。

V ま とめと今後の方向性

国の福祉滝策である更生施設の取り組みを本研究X哨取り単げたが、燃 東京都を代表とする行政
は、食料の提供や冬期の保護施設を作るなどはしているが、働く意志と能力のある路上生活者の自立を
手助けするた策を十分持た女  碑 説Wシ諦馳 と哺計じる50才 代～65才 以下の路的
度の懐噺【全く入れて`も 、 翻 申 による串 さ才kこ れこよる
低痢配営多羽沙力弱金されるなよ 山如 してとヽる。
terltL「 ホームレスJとひとくくりにされ、あたかも社会病理のひとつに取り上げら▲  「なまけて
いるから臣むところも、4LSも無くなっ抱 とレッテ′レを貼られるツ時“が、串 円勝ち残つて
くだけの補を射こ付けておらずヽ 日紗 カ`レ崩猿後帥 ヒを背景に、メインストリームから
逸陶した人々である。国をあげての自立支援システムにより、行政などのマクロの内 kま たノーシ
ャルフーカーなどのミクロのレやレまで早急こ倒8拍田鵬能するように、システムが整備される必要が
あると掘感する。
車 NPO自 立支援センター 体 るさとの会」の活動に焦点を当て、路土生活莉こ対するアウ
トリー方闇飲傍趣難均調理踏罰現する予定であ在 ふるさとの会的 l■― であり、自立支



援センタ‐軽氣 宿洵所義焦 景椰勘章ステーション ゛ , 一`派澄軽増、就労支障義焦 敬を室抜
J般 ンター 鋭々整康枠難ミ ー ー ー を手がけている。また、ふるさとの会はア

ウトリーチ活動として、自誼こつなげるための働き力けや挫貸欝犀事例冊組慰搾転躍土生活者の実験・

_一 方の畑騒 関係団体・他のNPOや ポランティア、稿稗保健福祉士や社会福祉士とのチー2N―

動をその特色とす生 ふるさとの会の活動を手がかりt二路上生活割軒 るツーシャルワークの可能
性稼 る。
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